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Digest
６月定例会

令和６年６月定例会を６月10日から28日までの19日間の会期で開
催しました。
本定例会では市長から提案された議案15件を審議しました。議案に

ついては、いずれも原案のとおり可決・承認・同意したほか、議会から
提案した意見書１件を可決しました。（採決の結果は４ページに記載）
上程された議案は、３つの常任委員会に付託され審査しました。その

内容は次のとおりです。

●綾部市営住宅井倉団地の用途廃止・新築借
上型市営住宅の設置

市営住宅井倉団地の用途廃止及び新築借
上型市営住宅を新たに１棟設置するため、所
要の改正を行おうとするものとの説明があ
りました。

質疑の中で、「井倉団地を解体した跡地の
活用について売却の予定か」との質問に対
し、「敷地内に防火水槽があるため、管理に
必要な土地を分筆して売却するか、消防関連
の施設用地として活用するか、今後、消防本
部に委ねる予定である」との答弁がありまし
た。また、「井倉団地の入居者が昨年度全て退
去されたとのことだが、新築借上型市営住宅
への住み替えはあったのか、またその際に、
トラブルはなかったのか」との質問があり、

「井倉団地の入居者は昨年度までに全員退去
しており、住み替えがあったのは１世帯のみ
で、トラブルはなかった」との答弁がありま
した。さらに、「新築借上型市営住宅の応募状
況は」との質問に対し、「昨年度の募集戸数は
20戸で、応募倍率はほぼ１倍であった」との

答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で

可決となりました。

●綾部市市税条例の一部改正
令和６年度の税制改正に伴い、地方税法に

規定するバイオマス発電設備や一体型滞在快
適性等向上事業の用に供する固定資産につい
て、課税標準の特例割合を新設するもののほ
か、所要の改正を行おうとするものとの説明
がありました。

質疑の中で、「一体型滞在快適性等向上事
業の用に供する固定資産に係る課税標準の
特例措置に該当する場所はあるのか」との質
問に対し、「現時点では該当する場所はない」
との答弁がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

その他、１議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で承認となりました。

総務教育建設委員会 綾部市営住宅設置及び管理条例の一部改正

請　願　審　査

●再審法改正を求める意見書に関する請願書

提案者：京都弁護士会　会長　吉田　誠司　氏

総務教育建設委員会で可決。
委員会提出の意見書が全員賛成で可決され、みなし採択となりました。

●「健康保険証の存続を国に求める意見書提出」に係る請願書

提案者：公益社団法人京都保健会京都協立病院
　　　　　　　　　　　  院長　玉木　千里　氏

採決の結果、賛成少数で不採択となりました。



産業厚生環境委員会

●（仮称）こども発達支援拠点施設整備工事（建
築本体工事）請負契約を締結
（仮称）こども発達支援拠点施設整備工事

（建築本体工事）について、株式会社福多電気
商会を相手方として、契約金額３億2,576万
2,800円で工事請負契約が締結されるもので
す。

質疑の中で、「本工事のスケジュールは」と
の質問に対し、「解体工事は令和６年５月か
ら７月末までとなっており、本体工事は令和
６年７月から令和７年３月末までとなってい
る」との答弁がありました。

また、「あやテラスは職員や市民の意向を生
かした施設になったと聞いているが、本施設
も職員の意見や意向が生かされた設計になっ
ているのか」との質問に対し、「綾部市療育教
室あいむの職員の意見や意向を聞いて業者が
施設設計をしている。令和７年５月連休明け
にオープンとなり、今後、児童発達支援、放課
後等デイサービス、保育所等訪問事業を行う
予定である」との答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●綾部市保健福祉センターの設置及び管理に関す
る条例の一部改正

こども家庭センターの機能が令和７年度か
ら保健福祉センター内に集約されることに伴
う施設改修により、保健福祉センターの２階
にある家庭介護実習室２室のうち１室を廃止
するため、所要の改正を行おうとするものと
の説明がありました。

質疑の中で、「家庭介護実習室の利用状況
と今後の使い方については」との質問に対し、

「新型コロナウイルスワクチン接種事業の実
施に伴い、令和３年４月以降は、接種券の発
送準備等に家庭介護実習室２室を使用してお
り、貸館を休止している。利用実績は、令和元
年度は、市事業を含め全体で103回、そのう
ち団体利用は61回で、令和２年度は、全体で
94回、そのうち団体利用は65回の状況で、
ヨガやバランスボール等のグループの利用が
多い。今後の使い方については、段差を解消
するために洋室に改修する計画で、こども家
庭センターの会議室や相談室として使用する
こととしており、残る１室は貸館として継続
する予定である」との答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。
その他、７議案について審査を行い、採決

の結果、全員賛成で可決となりました。
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Digest

（仮称）こども発達支援拠点施設の工事開始

●令和６年度一般会計補正予算（第１号）
物価高騰の負担感が大きい低所得世帯を

対象に住民税非課税世帯等臨時特別給付金
を、定額減税の恩恵を十分に受けられない世
帯に定額減税補足給付金を支給し市民生活を
支援する。定期接種となった新型コロナワク
チンの接種機会の確保、健康サポートアプリ
の導入や、親子の健康づくりイベントの実施
など、市民の健康増進を図る経費が計上され
ました。また、崩落の恐れがある河川護岸の
改修や自治会が行う市道の除雪作業に係る除
雪機械等の購入に対する補助が拡充されまし
た。

＜主な事業＞
・住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給
  事業費
・定額減税補足給付金支給事業費
・健康サポートアプリ導入事業費
・里山エリアはぐくみ事業費

その他、専決処分事項の報告１件について
審査を行い、採決の結果、２議案とも全員賛
成で可決及び承認となりました。

予算決算委員会 市民生活や健康増進を支援

( 仮称 ) こども発達支援拠点施設イメージ図
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現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

国
民
の
多
く
が
反
対
し
、
自
治
体
か
ら
も
廃
止
は

拙
速
等
の
意
見
が
あ
る
中
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の

廃
止
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
「
任
意
取
得
の

原
則
」
と
相
い
れ
な
い
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
デ
ジ
タ
ル
化
の
原
則
の
空
文
化
を
懸
念
す

る
。マ

イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
未
解
決

で
、
国
民
や
医
療
機
関
の
多
く
が
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
ト
ラ
ブ
ル
対
応
に
は
現
行
保
険
証
が
必
要
で
、

廃
止
は
現
実
的
で
は
な
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
が
使
用
で
き
な
い
事
態
を
生
ん

だ
能
登
半
島
地
震
の
経
験
か
ら
も
、
今
一
度
慎
重
な

対
応
が
必
要
だ
。

本
請
願
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
廃
止
を
求
め
て
い

な
い
。
全
て
の
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
権
利

を
保
障
す
る
に
は
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
が

必
要
と
す
る
も
の
だ
。

賛成 日本共産党　塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

請
願
第
４
号

請
願
第
４
号  

「
健
康
保
険
証
の
存
続
を
国
に
求
め
る
意
見
書
提
出
」

　
　
　
　
　 

に
係
る
請
願
書

マ
イ
ナ
保
険
証
の
更
な
る
活
用
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
、
住
民

票
や
各
種
証
明
書
の
自
動
交
付
な
ど
、
国
民
に
と
っ

て
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
別
人
の
個
人

情
報
が
誤
登
録
さ
れ
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た

が
、
今
後
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
国
主

導
で
責
任
を
持
っ
て
不
安
を
払
拭
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

す
で
に
、
国
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

有
率
も
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
中
で
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
運
用
も
始
ま
り
、
特
定
健
診
や
薬
剤
な

ど
の
情
報
が
医
療
機
関
で
共
有
で
き
る
な
ど
、
医

師
・
患
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
、
カ
ー

ド
を
保
有
し
て
い
な
い
方
に
は
資
格
確
認
書
も
発

行
さ
れ
、
従
来
ど
お
り
の
医
療
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
も
整
え
ら
れ
て
い
る
た
め
支
障
は
な
い
。

反対 創政会　高
たか

　橋
はし

　　輝
てる

論討



5

Ｑ　

本
市
に
お
け　

る
成
年
後
見
制
度

の
利
用
状
況
は
。

ま
た
、
審
判
請
求

費
用
助
成
金
の
利

用
状
況
、
被
後
見

人
の
事
情
に
よ
り

後
見
人
に
報
酬
を

支
払
え
な
い
場
合
の
成
年
後
見
人
等
報
酬
費
用

助
成
金
の
申
請
状
況
は
。

Ａ　

京
都
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
令
和
５
年
度
の

綾
部
市
民
の
利
用
は
約
80
人
。
類
型
別
で
は
約
６

割
が
後
見
、
約
３
割
が
補
佐
、
約
１
割
が
補
助
、

年
齢
別
で
は
約
８
割
が
65
歳
以
上
。
申
立
て
を
行

う
親
族
が
い
な
い
場
合
な
ど
の
市
長
申
立
て
は
直

近
５
年
間
で
は
年
間
に
１
件
か
ら
３
件
程
度
。
直

近
で
は
申
立
て
費
用
の
助
成
は
な
く
、
報
酬
に
対

す
る
助
成
は
令
和
５
年
度
に
４
件
。

Ｑ　

市
町
村
の
役
割
と
し
て
、
協
議
会
及
び
中
核

機
関
の
設
置
と
運
営
、
市
町
村
申
立
て
や
制
度

利
用
支
援
事
業
の
実
施
、
市
民
後
見
人
等
の
育

成
・
活
躍
支
援
な
ど
が
あ
る
。
後
見
人
の
手
続

き
の
ス
ム
ー
ズ
化
の
期
待
も
あ
る
が
、
綾
部
市

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
強
み
は
。

Ａ　

市
の
地
域
包
括
支
援
課
の
窓
口
に
加
え
、
綾

部
市
福
祉
ホ
ー
ル
に
も
相
談
窓
口
を
開
設
。
訪

問
相
談
、
制
度
啓
発
の
た
め
の
出
前
講
座
も

行
っ
て
い
る
。
ま
た
現
状
で
は
後
見
人
等
に
大

き
な
負
担
が
か
か
る
実
態
が
あ
る
が
、
権
利
擁

護
支
援
の
チ
ー
ム
体
制
を
形
成
し
、
被
後
見
人

等
が
抱
え
る
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に

関
係
者
の
連
携
強
化
や
チ
ー
ム
の
自
立
に
向
け

て
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

成年後見支援センター開設を問う創政会　　後
ご
　藤
とう

　　光
ひかる

Ｑ　

あ
や
べ
球
場

（
あ
や
べ
・
日
東

精
工
ス
タ
ジ
ア

ム
）
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
の
改
修
が
現
在

行
わ
れ
て
い
る

が
、
仕
様
や
新
機

能
、
完
成
と
公
式

戦
で
の
使
用
開
始
予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ　

フ
ル
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
方
式
を
採
用
し
、
今
ま

で
の
チ
ー
ム
名
表
示
や
得
点
表
示
に
加
え
て
、

要
望
の
あ
っ
た
試
合
経
過
時
間
や
球
数
、
球

速
の
表
示
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
完
成
は
６

月
25
日
で
公
式
戦
で
の
運
用
は
７
月
７
日
の
第

１
０
６
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
京
都
大

会
か
ら
の
予
定
。

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
は
あ
や
べ
球
場
（
あ
や
べ
・
日

東
精
工
ス
タ
ジ
ア
ム
）
で
試
合
を
行
う
時
は
非

常
に
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い
る
と
関
係
者
か
ら

聞
い
た
。
球
場
に
子
ど
も
た
ち
が
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
も
大
切
と
感
じ
る
。
球
場
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
改
修
も
完
成
間
近
な
の
で
、
お
祝
い
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
、
例
え
ば
野
球
教
室
な
ど
の
開

催
予
定
は
。

Ａ　

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
竣
工
式
を
６
月
29
日
に
開

催
予
定
。
少
年
野
球
チ
ー
ム
所
属
の
方
々
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
体

験
等
を
予
定
し
て
い
る
。
野
球
教
室
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
は
今
回
行
わ
な
い
が
、
綾
部
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
や
綾
部
野
球
協
会
な
ど
関
係
団
体

と
連
携
し
、
実
施
を
検
討
し
た
い
。

あやべ球場整備等の今後の予定は民政会　　酒
さか

　井
い

　裕
ひろ

　史
ふみ

市政を問う

　６月18日から20日までの３日間にわたって14人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問
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Ｑ　

世
の
中
で
、

「
生
理
の
貧
困
」

と
称
さ
れ
て
い
る

の
は
、
生
理
用
品

の
入
手
が
様
々
な

理
由
に
よ
り
困
難

な
人
が
対
象
と
い

う
概
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
生
理
用
品
の
入
手
が
困
難
で
な
く
て

も
、
生
理
に
対
す
る
悩
み
を
抱
え
快
適
な
生

理
期
間
を
過
ご
せ
て
い
な
い
。
ま
た
、
快
適
に

過
ご
す
た
め
の
情
報
が
届
い
て
い
な
い
状
況
を

「
生
理
の
貧
困
」
と
考
え
る
。
小
・
中
学
校

の
保
健
室
に
は
生
理
用
品
を
常
備
し
て
お
り
、

困
っ
た
と
き
は
保
健
室
で
も
ら
え
る
が
、
近
年

の
生
理
用
品
の
使
用
数
は
。

Ａ　

近
年
で
は
、
多
い
学
校
で
小
・
中
学
校
と
も

年
間
に
20
個
程
度
、
少
な
い
学
校
で
年
間
２
個

程
度
で
あ
る
。

Ｑ　

女
性
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
、
生
理
用
品
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同

様
に
常
設
さ
れ
て
い
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き
と

考
え
る
。
公
共
施
設
や
小
・
中
学
校
か
ら
生
理

用
品
の
設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く
取
組
は
全

国
的
に
も
進
ん
で
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置

す
る
た
め
、
学
校
と
連
携
し
て
環
境
を
整
え
て

い
く
。
公
共
施
設
へ
の
設
置
は
、
経
費
も
必
要

と
な
り
、
設
置
施
設
の
選
定
、
衛
生
状
態
の
維

持
、
補
充
管
理
な
ど
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
ず
は
、
経
済
的
な
理
由
で
入
手
が
困
難

な
方
へ
の
支
援
が
優
先
的
課
題
と
考
え
る
。

小・中学校に生理用品の設置を公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ ゆ り

百合

Ｑ　

｢

教
育
は
人
づ

く
り
、
人
づ
く
り

は
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
理
念
の
も

と
、
教
育
長
は

「
教
育
を
受
け
た

く
な
る
ま
ち
あ
や

べ
」
を
目
指
し
て

お
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
て
い
た
集

団
生
活
が
平
常
に
戻
っ
た
今
、
確
か
な
学
力
を

育
む
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え

を
問
う
。

Ａ　

学
校
現
場
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
友
達
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
や
協
働
活
動
な
ど
が
制
限
さ
れ

た
。
現
在
、
不
登
校
や
無
気
力
、
自
信
の
欠
如

な
ど
の
様
子
が
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を

踏
ま
え
、
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
目

標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
精
一
杯
取
り

組
め
る
学
校
・
園
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
学
力

向
上
施
策
に
力
を
入
れ
る
。

Ｑ　

社
会
情
勢
や
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
現
在
、
教
育
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま

る
中
で
、
本
市
の
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ　

学
校
教
育
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
「
あ
い
紡

ぎ
プ
ラ
ン
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
教
育
施
策

に
つ
い
て
発
足
時
の
理
念
に
立
ち
返
り
な
が

ら
継
承
し
、
地
域
と
連
携
し
て
、
学
力
向
上
、

不
登
校
対
策
、
情
報
発
信
の
三
本
柱
に
力
を
入

れ
て
教
育
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
社
会
教
育
で

は
、
人
権
教
育
の
推
進
、
家
庭
教
育
の
役
割
を

明
確
化
、
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
内
容
の

充
実
に
努
め
た
い
。

新教育長が目指す教育は創政会　　柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず

Ｑ　

25
年
振
り
に

改
定
さ
れ
た
食

料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
改
定
内

容
は
。

Ａ　

将
来
に
わ

た
っ
て
国
民
生
活

に
不
可
欠
な
食
料

を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
、
４
本
柱
と
し
た
内
容
に
改
正
。

Ｑ　

食
糧
供
給
困
難
事
態
対
策
法
案
は
自
給
率
の

目
標
や
予
算
的
な
裏
付
け
も
な
い
が
、
生
産
が

不
足
し
た
場
合
、
生
産
計
画
に
協
力
し
な
い
時

は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
概
要
は
。

Ａ　

国
は
、
食
料
の
供
給
が
大
幅
に
不
足
し
た
時

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
計
画
の
届
出
を
義
務

化
し
罰
則
規
定
を
設
け
て
い
る
。

Ｑ　

現
在
、
コ
メ
農
家
だ
け
で
な
く
、
お
茶
や
施

設
栽
培
、
酪
農
や
和
牛
飼
育
、
養
鶏
農
家
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
と
肥
料
価
格
、
農
機
具
の
値

上
が
り
で
経
済
的
に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
。
市

町
村
で
、
対
策
を
打
て
る
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に

超
え
て
い
る
が
、
本
市
の
今
後
の
取
組
は
。

Ａ　

各
集
落
に
お
け
る
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
、

集
落
の
衰
退
の
危
機
も
感
じ
て
い
る
。
集
落
で

は
、
今
後
の
未
来
設
計
図
と
な
る
地
域
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
取
組
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

欧
米
な
ど
で
は
、
農
家
へ
の
直
接
支
払
い
が

行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
農
家
へ
の
直
接
支

払
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
後
、
農
業
者
の
ご
意
見
を
聞
く
中
で
、
国

へ
の
要
望
を
検
討
す
る
。

農業を守るために、国へ要望を創政会　　高
たか

　橋
はし

　　輝
てる

一般質問
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一般質問

Ｑ　

建
築
物
の
解

体
や
改
修
工
事
で

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
有
無
の
事
前
調

査
の
実
施
が
令
和

３
年
４
月
か
ら
施

工
業
者
に
義
務
付

け
ら
れ
た
。
ア
ス

ベ
ス
ト
が
含
有
し
て
い
る
場
合
、
飛
散
防
止
対

策
や
工
期
等
も
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
市
の
工
事
発
注
に
お
け
る
事
前
の
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
等
の
手
順
、
見
積
等
の
方
法
は
。

Ａ　

金
額
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
分
析
調
査
等
を
行
っ
て
い

る
。
工
事
価
格
は
専
門
業
者
の
施
工
が
必
要
と

な
る
場
合
に
は
、
施
工
方
法
や
工
期
の
確
認
を

行
っ
た
上
で
見
積
り
を
徴
収
し
、
現
場
状
況
に

応
じ
た
設
計
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
予
期

し
て
い
な
か
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
品
が
確
認

さ
れ
施
工
方
法
や
工
期
、
工
事
費
の
変
更
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
施
工
業
者
と
協
議
し

変
更
契
約
に
よ
り
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

受
注
後
、
施
工
業
者
は
全
て
の
建
材
の
事
前

調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
だ
っ
た
所

の
み
の
調
査
に
よ
る
発
注
で
は
、
当
初
想
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
含
有
資
材
が
あ
れ
ば
経
費
等

が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、
施

工
業
者
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
市
に
よ
る
調

査
精
度
の
向
上
に
取
り
組
め
な
い
か
。

Ａ　

調
査
に
あ
た
る
職
員
が
石
綿
含
有
建
材
調
査

者
の
資
格
を
取
得
し
て
い
く
な
ど
、
発
注
者
と

し
て
、
事
前
調
査
の
精
度
向
上
に
向
け
た
取
組

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市工事の石綿調査の精度向上はみらいのあやべ　中
なか

　島
じま

　祐
ゆう

　子
こ

Ｑ　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
、
国
が

平
成
14
年
度
か

ら
始
め
た
地
域
活

性
化
策
で
、
隊
員

は
過
疎
地
域
な
ど

に
住
民
票
を
異
動

し
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の

地
域
お
こ
し
支
援
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、

住
民
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
い

な
が
ら
定
住
・
定
着
を
図
り
、
任
期
は
１
年
か

ら
３
年
で
報
酬
と
し
て
月
20
万
円
前
後
が
支
払

わ
れ
る
制
度
だ
が
、
綾
部
市
が
こ
の
制
度
を
活

用
さ
れ
た
件
数
は
。

Ａ　

本
市
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、
平
成
29
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
と
の
関
わ

り
の
中
で
看
護
師
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
生

か
し
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
医
療
人
材
と

し
て
３
名
を
採
用
し
て
お
り
、
令
和
３
年
に
２

名
、
令
和
６
年
に
新
た
に
１
名
を
任
命
し
、
こ

れ
ま
で
に
６
名
を
採
用
し
て
い
る
。

Ｑ　

綾
部
市
で
は
、
農
業
従
事
者
・
後
継
者
不
足

等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
種
多
様
な
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
、
任
期
を
終
え
た

隊
員
の
起
業
・
定
住
を
図
っ
て
は
。

Ａ　

今
後
、
観
光
を
は
じ
め
、
農
業
、
地
域
振
興

な
ど
様
々
な
分
野
の
課
題
解
決
に
向
け
た
有
能

な
人
材
を
求
め
、
現
場
や
地
域
の
具
体
的
な

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

多種多様な地域おこし協力隊を民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お

Ｑ　

北
都
信
金
景

気
動
向
調
査
で
特

別
調
査
が
行
わ

れ
、
そ
の
中
で
中

小
企
業
の
人
材
戦

略
に
つ
い
て
の
問

い
に
綾
部
、
福
知

山
の
事
業
所
の
半

数
が
、
若
手
の
不
足
や
高
齢
化
を
挙
げ
て
い

る
。
綾
部
市
で
は
就
職
フ
ェ
ア
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
そ
の
成
果
は
。

Ａ　

令
和
５
年
度
、
合
同
企
業
説
明
会
を
計
８

回
開
催
し
、
参
加
者
延
べ
５
７
８
名
の
う
ち

分
か
る
範
囲
で
内
定
者
33
名
。
昨
年
度
か
ら
新

た
に
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
呼
び
か
け
た
結

果
、
来
場
者
の
増
加
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
１
社
限
定
の
個
別
企
業
説
明

会
で
は
内
定
者
は
９
名
。
「
若
年
者
対
象
面
接

会
」
、
「
子
育
て
・
パ
ー
ト
面
接
会
」
、
「
シ

ル
バ
ー
面
接
会
」
の
同
時
開
催
で
は
内
定
者
14

名
で
あ
っ
た
。

Ｑ　

様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
成
果
が
あ
る
一
方

で
、
ま
だ
人
材
が
足
り
な
い
と
い
う
声
が
続

い
て
い
る
。
府
内
の
市
町
で
、
多
額
の
奨
学
金

返
済
を
抱
え
社
会
に
出
る
若
者
を
応
援
す
る

「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
人
材
不
足
対
策
と
し
て
本
市
で
の
考
え

は
。

Ａ　

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
を
含
め
て
、
現

在
本
市
で
は
若
い
人
の
定
住
促
進
に
努
め
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
一
番
有

効
的
な
の
か
、
今
後
検
証
し
て
施
策
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

事業所人材不足に市の支援制度を日本共産党　井
い

　田
だ

　佳
か よ こ

代子
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Ｑ　

昨
年
、
犀

川
、
天
野
川
上
流

の
事
業
場
放
流
水

か
ら
国
の
暫
定
指

針
値
（
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
／
ℓ
）
を
超

え
る
高
濃
度
の
有

機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
検
出
さ
れ
た
が
、
事
業
場
か

ら
の
汚
染
水
流
出
の
現
状
と
対
策
は
。

Ａ　

京
都
府
の
指
導
を
受
け
て
事
業
者
が
活
性
炭

の
交
換
を
行
っ
た
が
、
法
規
制
が
な
く
恒
久
的

対
策
に
至
っ
て
い
な
い
。
国
立
環
境
研
究
所
に

よ
る
活
性
炭
等
の
研
究
結
果
に
基
づ
き
、
府
と

連
携
し
事
業
者
に
対
策
を
求
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

事
業
場
か
ら
汚
染
水
を
放
出
さ
せ
な
い
こ

と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
、
事
業
場
の
雨
水
浸

透
や
地
下
水
侵
入
の
対
策
を
早
急
に
行
う
考
え

は
。

Ａ　

雨
水
の
浸
透
防
止
対
策
は
重
要
で
あ
る
が
法

規
制
が
な
い
。
事
業
者
が
早
期
に
対
策
を
実
施

す
る
事
が
望
ま
し
い
が
、
対
策
費
用
が
必
要
な

こ
と
や
対
策
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
事

業
者
の
理
解
と
協
力
が
重
要
に
な
る
。

Ｑ　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
、
土
壌
に
蓄
積
し
農

産
物
を
介
し
て
体
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
。
住

民
の
不
安
に
応
え
る
に
は
、
血
液
検
査
と
土
壌

調
査
に
よ
っ
て
実
態
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

血
液
や
土
壌
の
評
価
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
。
健
康
へ
の
影
響
、
農
産
物
・
土
壌
の
影

響
に
関
す
る
知
見
の
集
約
、
評
価
基
準
の
確
立

を
国
に
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
市
独
自
調
査
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

ＰＦＡＳ対策の進捗状況と対応は日本共産党　　吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ

Ｑ　

国
、
地
方
の

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

推
進
は
計
画
に
基

づ
い
て
、
令
和
７

年
度
末
ま
で
に
地

方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
く
中
で
、
多
く
を
占
め
る
私
た
ち
の
よ
う

な
シ
ル
バ
ー
世
代
の
高
齢
者
に
は
、
操
作
や
理

解
が
大
変
な
時
代
が
来
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
よ
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
が

益
々
増
え
て
く
る
と
考
え
る
が
、
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
伴
う
市
民
へ
の
周
知
や
理
解
促

進
な
ど
の
取
組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

市
民
に
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
情
報
提
供
と
支
援
が
重

要
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
用
方
法
や
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
と
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
ス

マ
ホ
体
験
教
室
な
ど
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継
続

的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
は
綾

部
市
地
域
情
報
ア
プ
リ
「
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
綾
部
市
や
地

域
か
ら
の
様
々
な
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
容
易
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
地
区

自
治
会
連
合
会
か
ら
の
地
域
情
報
の
配
信
や
受

信
、
地
域
で
の
運
用
に
つ
い
て
も
順
次
開
始
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
市
民
へ
の
丁
寧

な
情
報
提
供
と
啓
発
・
理
解
促
進
に
努
め
る
。

ＤＸの推進と市民の理解推進は民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

Ｑ　

性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
見

解
は
。
ま
た
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
利
用
状
況
は
。

Ａ　

社
会
の
理
解

は
、
い
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
状

況
。
多
様
な
性
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
の

理
解
を
深
め
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。
昨
年
導

入
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
へ
の
申
出
と

相
談
は
な
か
っ
た
。

Ｑ　

申
出
が
な
か
っ
た
現
状
と
背
景
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
か
。

Ａ　

相
談
に
つ
な
が
り
に
く
い
実
態
が
あ
り
、
困

り
事
を
抱
え
た
人
が
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
必
要
。
ま
た
、
社
会
全
体
と
し
て
多
様
な
性
の

在
り
方
の
理
解
を
深
め
る
必
要
性
が
あ
る
。

Ｑ　

体
調
が
悪
く
て
も
通
院
で
き
な
い
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
が
約
４
割
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
。
急

務
と
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
環
境
改
善
は
。

Ａ　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
、
自
治
体
病
院
協
議

会
に
お
け
る
研
修
の
提
案
、
ポ
ス
タ
ー
や
各
種

サ
イ
ン
の
見
直
し
な
ど
、
安
心
し
て
受
診
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
検
討
し
実
践
し
て
い
く
。

Ｑ　

性
の
多
様
性
を
認
め
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
本
市
の
決
意
は
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
や
条

例
制
定
な
ど
の
考
え
は
。

Ａ　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
心
理
的
安
全
性
に
つ

な
が
る
理
解
者
・
支
援
者
で
あ
る
Ａ
ｌ
ｌ
ｙ
（
ア

ラ
イ
）
と
な
る
人
を
増
や
し
て
い
く
。
市
民
意
識

調
査
で
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
う
予
定
。
市
職
員

等
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
必
要
と
考
え
る
。

性の多様性を認め合える社会を日本共産党　　塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

一般質問
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一般質問

Ｑ　

耕
作
放
棄
地

が
広
が
る
と
、
鳥

獣
害
や
景
観
の
悪

化
、
不
法
投
棄
な

ど
の
問
題
が
生
じ

る
。
農
業
の
継
承

を
進
め
る
た
め
に

は
、
農
地
を
若
い

農
家
に
引
き
継
ぐ
仕
組
み
が
必
要
。
新
規
就
農

者
や
半
農
半
Ⅹ
を
含
む
兼
業
農
家
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組
が
行
わ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
農
業
訓
練
や
資
金
調
達
に
関

す
る
支
援
は
。

Ａ　

農
業
を
始
め
た
い
方
に
は
、
農
林
水
産
業

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
が
心
構
え
や
現
地
見
学
、
研
修

支
援
を
提
供
。
新
規
就
農
者
向
け
に
は
担
い
手

養
成
実
践
農
場
や
綾
部
市
の
独
自
支
援
事
業
が

あ
る
。
国
の
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
制
度

で
年
間
最
大
１
５
０
万
円
が
最
長
５
年
間
支
給

さ
れ
、
資
金
調
達
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
や
農

業
協
同
組
合
か
ら
可
能
。
京
都
府
立
農
業
大
学

校
や
専
門
機
関
で
の
訓
練
も
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

本
市
は
物
価
が
安
く
、
住
居
に
は
田
畑
や
山

林
付
き
も
多
い
。
工
業
団
地
や
企
業
も
多
く
、

働
き
口
は
豊
富
。
移
住
者
に
は
健
康
的
で
自
由

な
生
活
が
魅
力
な
本
市
は
「
半
農
半
Ｘ
」
の
ま

ち
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
大
々
的
な
Ｐ

Ｒ
が
少
な
い
の
で
は
。

Ａ　

塩
見
直
紀
氏
が
提
唱
さ
れ
た
半
農
半
Ｘ
が
本

市
発
祥
で
あ
る
こ
と
は
、
機
会
が
あ
る
度
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。
塩
見
氏
は
セ
ミ
ナ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
半
農
半
Ｘ
を
伝
え
る
な
ど
、
市
の
移
住
・

定
住
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

農業チャレンジ支援は民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ

Ｑ　

高
齢
者
支
援

に
お
い
て
、
当
市

は
先
駆
的
な
取
組

を
行
っ
て
き
た

が
、
医
療
と
介
護

の
連
携
強
化
、
介

護
予
防
の
普
及
、

自
治
会
と
の
更
な

る
連
携
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
８
０
５
０
問
題
な
ど
、

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
問
題
を
抱
え
た
世
帯
へ

の
包
括
的
な
支
援
な
ど
を
見
据
え
た
重
層
的

な
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
庁
内
外
の
関

係
機
関
と
目
指
す
べ
き
姿
の
共
通
認
識
を
持
っ

て
、
体
制
整
備
に
向
け
て
取
組
を
進
め
る
。

Ｑ　

最
前
線
で
働
く
第
２
層
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
役
員
の
な
り
手
不
足
、
自
治
会
未
加

入
世
帯
の
増
加
な
ど
、
課
題
が
山
積
す
る
自
治

会
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
る
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
へ
の
支
援
は
、
本
市
が
も
っ
と
積
極
的
に

か
つ
具
体
的
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

体
制
整
備
に
向
け
て
本
市
が
主
体
と
な
っ
て

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
な
提
供
主
体
が
参
画
し
、
情

報
の
共
有
や
連
携
強
化
を
行
う
協
議
体
を
組
織

し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月
１
回
、
市
の
担
当
者

と
４
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
連
絡
会

を
開
催
し
、
情
報
共
有
、
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
な
ど
、
伴
走
支
援
に
努
め
て
い
る
。

地域包括ケアシステムの深化とは創政会　　梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し

Ｑ　

少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
住
民

の
移
動
手
段
の
確

保
に
つ
い
て
は
必

要
性
が
増
し
て
お

り
、
市
と
し
て
も

こ
れ
か
ら
先
の
公

共
交
通
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
綾
部
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
基

本
方
針
を
尊
重
し
な
が
ら
も
検
討
を
重
ね
て
い

く
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
東
部
地
域
で
は
、
地
域
内
交
通
も
進
ん

で
き
て
い
る
が
、
そ
の
現
状
は
。

Ａ　

奥
上
林
、
口
上
林
、
山
家
に
お
い
て
、
地
域

内
交
通
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。
課
題
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
事

業
資
金
の
確
保
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
な
ど
が

あ
り
、
成
果
は
、
民
間
事
業
者
の
支
援
等
に
よ

り
、
よ
り
持
続
的
で
安
定
的
な
運
営
が
実
現
し

て
い
る
こ
と
や
移
動
手
段
の
確
保
に
よ
る
住
民

の
安
心
感
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

Ｑ　

長
野
県
安
曇
野
市
を
は
じ
め
、
全
国
で
様
々

な
手
法
に
て
地
域
内
交
通
を
構
築
さ
れ
て
い

る
。
市
議
会
と
し
て
も
新
交
通
導
入
に
つ
い
て

提
言
を
し
て
い
る
。
乗
り
合
い
型
デ
マ
ン
ド
交

通
に
つ
い
て
の
本
市
の
見
解
は
。

Ａ　

乗
り
合
い
型
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、
人

口
規
模
、
運
行
範
囲
、
利
用
者
数
、
運
行
方
法

等
で
う
ま
く
適
合
す
る
条
件
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
視
野
に

本
市
に
適
合
し
た
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

乗り合い型デマンド交通の見解は民政会　　片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき
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●再審法改正を求める意見書

　可決した意見書は関係機関へ送付しました。内容はホームページをご覧ください。

可決した意見書

市民と議会のつどい～ＡＹＡまちトーク～を開催

　令和６年度の議会報告会として、市民と議会のつどい～ＡＹＡまちトーク～を５月24日

と25日にあやべ・日東精工アリーナ研修室にて開催しました。

　今年度は、広く市民の皆様に呼びかけ、子育て世代や若い方も参加しやすいように、平日

の夜と土曜日の午前中に開催し、２日間で33人の方にご参加いただくことができました。

　ＡＹＡまちトークでは、冒頭に議会の仕組みや令和６年３月定例会の内容、そして、市議

会から市へ政策提言した「いつでも　だれでも　どこへでも　ドアｔｏドアの新交通導入

を」の説明を行い、その後は、ワークショップ形式にて意見交換を行いました。

　意見交換では、議会や議員活動、運動施設や環境問題、森林問題など、多岐にわたるご意

見・ご質問を頂戴することができました。その内容については、取りまとめて市長へ報告す

るとともに、綾部市議会のホームページに掲載していますので、ご覧ください。

　市議会では、これからも、市民の皆様のご意見を市政に反映できるよう取り組むとともに

議会の活性化にも取り組んでまいります。

　今後とも、市民の皆様のご理解とご協力をい

ただきますようお願いいたします。

市民と議会のつどいまとめ 公共交通政策に関する政策提言

令和６年９月定例会の日程予定
９月定例会は、９月２日から10月８日までの37日間の会期で予定しています。

９月 ２日（月）　本会議（議案上程、人事案件採決）

　　 ９日（月）　請願受理締切り（正午）

　　10日（火）～12日（木）　一般質問

　　13日（金）　総務教育建設委員会

　　17日（火）　産業厚生環境委員会

　　18日（水）　予算決算委員会（総括質疑）

９月19日（木）　予算決算委員会（予算審査）

　　24日（火）　本会議（採決）

　　27日（金）～10月４日（金）

　　　　　　　 予算決算委員会（決算審査）

10月８日（火）　本会議（決算議案採決）
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同意した人事案件

●固定資産評価審査委員会委員の選任　山　口　雅　之　さん（岡町）＝再
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広報広聴委員会の柱の一つであります広聴活動、「市民と議会のつどい～ＡＹＡまちトーク」
を、今年度は５月に２日間にわたり開催し、両日とも多くの市民の皆様にご参加いただきまし
た。頂戴しました貴重なご意見・ご要望は、市のホームページに掲載させていただくとともに、

議会においても更にまちづくりの議論を進めてまいります。
第19期前期の広報広聴委員会としては、最後の議会だよりとなりました。９月からは新メンバーによる議会だより編集
となりますが、今後も皆様に親しみを持ってご覧いただける議会だよりになるように努めてまいります。引き続きのご高覧
をお願い申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎松本幸子　○中島祐子　後藤光　渡辺小百合　塚﨑泰史　酒井裕史　片岡英晃　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


